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会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
最
初
の

正
月
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
一
昨
年
に
続
き
、
度
重
な
る

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
上
陸
し
た
台
風
に

よ
る
大
停
電
や
家
屋
の
損
壊
、
そ
の
後

の
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災

害
で
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。地
球
温
暖
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

日
本
に
接
近
す
る
台
風
が
大
型
で
猛
烈

な
勢
力
の
「
ス
ー
パ
ー
台
風
」
に
発
達

し
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
」
気
象
状
況
が
、
毎
年
の
よ
う
に

起
こ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
常
に
災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

さ
て
、
自
然
界
の
み
な
ら
ず
医
療
界

に
も
猛
烈
な
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
10
月
に
は
消
費
税
が
10
％

に
増
税
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

公
立
・
公
的
病
院
の
中
か
ら
、
病
床
数

の
再
編
・
統
合
検
証
を
要
す
る
医
療
機

関
と
し
て
、
突
然
４
２
４
病
院
が
実
名

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
実
情
を
一

切
考
慮
せ
ず
、
限
定
的
な
数
値
や
指
標

を
用
い
て
の
一
律
評
価
だ
っ
た
た
め
、

対
象
医
療
機
関
か
ら
の
戸
惑
い
と
反
発

に
加
え
、
地
元
住
民
の
不
安
と
混
乱
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報

は
、
慎
重
か
つ
正
確
な
分
析
を
基
に
、

丁
寧
な
説
明
と
と
も
に
ま
ず
都
道
府
県

に
通
達
し
、
次
に
都
道
府
県
が
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
な
ど
に
提
出
し
な
い

と
、
当
該
病
院
の
混
乱
・
反
発
と
、
地

域
住
民
の
不
安
を
招
く
だ
け
で
す
。
京

都
府
病
院
協
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
対
象

と
な
っ
た
４
つ
の
会
員
病
院
か
ら
実
情

と
見
解
を
調
査
し
、
根
拠
の
な
い
公
表

で
あ
っ
た
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
２
０
１
８
年

の
改
定
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
、
診
療
報

酬
改
定
が
控
え
て
い
ま
す
。
主
な
注
目

点
は
、
急
性
期
一
般
入
院
基
本
料
の
要

件
厳
格
化
と
、「
働
き
方
改
革
」
の
診
療

報
酬
へ
の
反
映
方
法
と
考
え
ま
す
が
、

そ
の
詳
細
は
ま
だ
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
、
医
師
事

務
作
業
補
助
者
、
薬
剤
師
や
臨
床
検
査

技
師
の
病
棟
配
置
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
負
担
を
軽
減
し
、

医
療
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
改
定
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
は
「
惑
星
直
列
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、私
は
現
況
を
、「
黒
船
来
航
」

に
例
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
に

鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
大
き
く
舵
を
切

り
、
そ
し
て
明
治
維
新
と
い
う
国
家
の

近
代
化
へ
と
大
改
革
し
た
歴
史
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
今
後
の
医
療
界
は
、
ま

さ
に
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
」
大
改
革
を
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
極
論
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世

界
に
冠
た
る
我
が
国
の
国
民
皆
保
険
制

度
を
、
根
底
か
ら
見
直
す
必
要
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
も
危
惧
し
て
い

ま
す
。
医
療
を
提
供
す
る
側
と
受
け
る

側
の
双
方
が
、
共
に
合
意
・
納
得
で
き

る
よ
う
に
、
国
民
全
体
の
意
識
改
革
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
、各
病
院
団
体
、

京
都
府
医
師
会
、
行
政
や
関
係
団
体
な

ど
と
も
連
携
し
、
京
都
府
の
地
域
医
療

を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
こ
の
令
和
２
年
が
、
京

都
府
病
院
協
会
に
と
っ
て
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
会
員
施
設
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
多
幸
、

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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野
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司
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京
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病
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事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
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赤
十
字
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

梶
　
　
　
龍
　
兒

（
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
）

理　

事　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

小
　
西
　
郁
　
生

（
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

坪
　
井
　
知
　
正

（
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
）

理　

事　

中
　
村
　
直
　
登

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

監　

事　

依
　
田
　
建
　
吾

（
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ム
ク
オ
ー
レ
）

監　

事　

香
　
川
　
惠
　
造

（
福
知
山
市
民
病
院
）
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令
和
元
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・
救

急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の
表
彰
式

が
11
月
18
日（
月
）に
執
り
行
わ
れ
、
京

都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・
救

急
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、
個
人
２

名
、
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
左
記
の
と
お
り
。
先
生
方
の
受

賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
会
か
ら

個
人
２
名
、２
団
体
が
受
賞

令和2年度
診療報酬改定率が決定
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彰

1診療報酬（本体）

＋0.55％

2薬価・材料価格

▲1.01％

（1）うち、（2）を除く改定分

（2）うち、消費税財源を活用した救急病院における
　　勤務医の働き方改革への特例的な対応

医科 ＋0.53％
歯科 ＋0.59％
調剤 ＋0.16％

※うち、実勢価等改定
　　　　市場拡大再算定の見直し等

▲0.43％
▲0.01％

＋0.47％

＋0.08％

薬価 ▲0.99％

※うち、実勢価等改定 ▲0.01％
材料 ▲0.02％

〒600-8411
京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地
COCON烏丸 8 階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838　FAX：075－354－8802
MAIL：gakkai@khosp.or.jp

京都病院学会事務局 連絡先

京都病院学会のご案内
第55回

と　き

令和2年6月14日（日）午前9時～午後5時
ところ

池坊短期大学（京都市下京区四条室町鶏鉾町）

今年も令和2年6月14日（日）、池坊短期大学にて第55回
京都病院学会が開催されます。今回の学会は京都私立
病院協会が担当となります。多数のご参加をお待ちして
おります。

　政府は12月17日、令和2年度診療報酬改定率を正式決定
いたしましたので、その概要をお知らせいたします。

　診療報酬本体はプラス0.55％で前回と同水準となりました。
このうち、0.08％は消費税財源から救急病院の勤務医の働き
方改革への対応に充てることとされ、これ（約126億円）に
加えて、地域医療介護総合確保基金として約143億円も手当
されることが決定しました。
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